
新村の人口・世帯数
令和2年 5月1日現在

合　計 3,195 人
女　 1,658 人
男　 1,537 人
世帯数　 1,311 戸

公民館長
新村　芳男

新
公
民
館
長
あ
い
さ
つ

新
公
民
館
長
あ
い
さ
つ

退
任
あ
い
さ
つ

退
任
あ
い
さ
つ

退
任
あ
い
さ
つ

退
任
あ
い
さ
つ

のどかな日
サクラと電車のコラボ

セ
ン
タ
ー
は
、
出
張
所
、
福
祉
ひ

ろ
ば
、
公
民
館
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役

割
を
担
い
つ
つ
も
、
一
体
と
な
っ

て
事
業
な
ど
の
取
り
組
み
を
し
て

い
く
こ
と
が
、
と
て
も
大
切
と
考

え
、
公
民
館
の
運
営
を
し
て
い
こ

う
と
思
い
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

予
防
対
策
の
た
め
公
民
館
は
休
館

対
応
を
し
た
り
、
事
業
に
つ
い
て

は
中
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま

す
。
コ
ロ
ナ
へ
の
対
抗
策
が
構
築

さ
れ
、
普
段
通
り
の
活
動
が
出
来

る
様
に
成
り
ま
し
た
ら
多
く
の

方
々
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
事

業
を
行
い
ま
す
。

　

４
月
１
日
よ
り
公
民
館
長
に
就

任
し
ま
し
た
北
新
中
町
会
の
新
村

芳
男
で
す
。
新
村
公
民
館
は
松
本

市
の
中
で
も
活
発
な
事
業
の
取
り

組
み
を
し
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と

は
歴
代
公
民
館
長
の
尽
力
と
、
地

域
の
皆
様
が
積
極
的
に
事
業
へ
参

加
し
て
い
た
だ
い
た
か
ら
だ
と
思

い
ま
す
。

　

公
民
館
は
生
涯
教
育
、
学
習
の

場
で
あ
り
、
教
育
機
関
と
し
て
位

置
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
が
堅
苦
し

い
こ
と
は
言
わ
ず
、
楽
し
い
場
で

在
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
公

民
館
事
業
が
安
心
で
楽
し
く
、
人

に
や
さ
し
い
住
み
よ
い
地
域
づ
く

り
の
一
翼

を
担
え
る

よ
う
、
歴

代
公
民
館

長
の
取
り

組
み
を
活

か
し
、
他

の
職
員
と

力
を
合
わ

せ
全
力
で

取
り
組
ん

で
い
き
ま

す
。

　

又
、
新

村
地
区
地

域
づ
く
り

前
公
民
館
長

　
　
　
　
　
　
　
　
関
　
成
任

前
町
会
連
合
会
長
　

                      

山
田 

泰
雄

　

平
成
26
年
か
ら
６
年
間
新
村
公

民
館
長
と
し
て
、
勤
め
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。　
　
　

 

な
私

が
長
き
に
亘
り
務
め
ら
れ
た
の

は
、
偏
に
ご
協
力
頂
い
た
地
域
の

皆
様
の
お
か
げ
と
感
謝
致
し
て
い

ま
す
。

　

価
値
観
が
大
き
く
変
遷
し
、
物

質
面
の
豊
か
さ
が
追
及
さ
れ
て
い

る
現
在
、
新
村
地
域
の
文
化
や
和

を
貴
ぶ
気
風
に
ふ
れ
幸
せ
な
時
間

を
過
ご
し
て
参
り
ま
し
た
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

せ
ん
が
く
ひ
さ
い

浅
学
菲
才

し
げ
た
か

町会連合会長

西牧　健史

　

こ
の
度
、
町
会
連
合
会
長
に
選

任
さ
れ
ま
し
た
西
牧
で
す
。
今
ま

で
連
合
会
長
を
さ
れ
た
先
輩
方
の

よ
う
な
経
験
も
あ
り
ま
せ
ん
。
皆

様
方
の
お
力
を
借
り
な
け
れ
ば
到

底
職
責
を
全
う
で
き
な
い
と
思
い

ま
す
。
何
卒
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

今
、
世
の
中
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
と
戦
っ
て
い

ま
す
。
本
地
区
に
お
い
て
も
、
感

染
予
防
の
た
め
、
各
種
団
体
の
総

会
を
取
り
止
め
た
り
、
イ
ベ
ン
ト

を
中
止
に
し
た
り
と
、
例
年
と
は

違
っ
た
年
に
な
っ
て
い
ま
す
。
誠

に
残
念
で
は
あ
り
ま
す
が
、
現
在

の
事
態
を
ご
理
解
く
だ
さ
い
。

　

令
和
２
年
度
大
変
な
ス
タ
ー
ト

に
な
り
ま
し
た
が
、
皆
様
方
の
お

役
に
立
て
る
よ
う
に
頑
張
っ
て
い

き
ま
す
の
で
、
ご
指
導
、
ご
支
援

を
ど
う
か
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。 新

町
会
連
合
会
長

あ
い
さ
つ

新
町
会
連
合
会
長

あ
い
さ
つ

たけふみ

あ
り
ま
し
た
が
、
各
町
会
の
皆
さ

ん
に
は
大
変
協
力
を
い
た
だ
き
心

か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
又
、

地
域
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
の
皆
さ
ん

に
も
支
え
て
い
た
だ
き
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

今
年
２
月
頃
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
で
大
変
な
状
況
と

な
っ
て
い
ま
す
。
感
染
防
止
の
た

め
の
小
中
高
の
休
校
や
、
緊
急
事

態
宣
言
に
よ
る
外
出
自
粛
要
請
な

ど
、
国
や
市
町
村
で
は
そ
れ
ぞ
れ

防
止
策
を
取
っ
て
い
ま
す
。
松
本

市
で
も
各
種
会
合
や
イ
ベ
ン
ト
を

中
止
す
る
な
ど
感
染
リ
ス
ク
の
減

少
に
努
め
て
い
ま
す
。
新
村
地
区

の
皆
さ
ん
の
健
康
を
第
一
に
考

え
、
元
気
に
語
り
合
え
る
日
を
迎

え
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

一
年
間
と
い
う
短
い
期
間
で
は

新
村
　
毅
（
副
会
長
）

日
西
　
邦
明

細
井
　
喜
四
郎

腰
原
　
健
次

中
澤
　
昌
功

上
條
　
信
也

大
久
保
　
隆
志

大
澤
　
信
雄
（
監
事
）

木
藤
　
速
人

柳
沢
　
千
治

西
牧
　
健
史
（
会
長
）

横
山
　
忠
人
（
監
事
）

岩
間
　
瀧
太
郎
（
副
会
長
）

赤
澤
　
正
史

2
年
度
の
町
会
長
紹
介

【
町
会
長
】

上
新
東   

上
新
西    

根
　
石
　

安
　
塚

山
　
王

南
新
中

南
新
東 

東
　
新

北
新
中

北
新
南

北
新
西

北
新
東

下
新
南

下
新
北
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運
営
委
員
長

西
牧
　
健
史

副
運
営
委
員
長
　
　
　

和
田
　
哲
雄

町
会
連
合
会
副
会
長
　

岩
間
　
瀧
太
郎

町
会
連
合
会
副
会
長
　

新
村
　
　
毅

町
内
公
民
館
長

上
新
東  

上
新
西 

根
　
石
　  

安
　
塚
　 

山
　
王    

南
新
中    

南
新
東    

東
　
新
　  

北
新
中
　  

北
新
南
　  

北
新
西
　  

北
新
東
　  

下
新
南
　  

下
新
北
　  

芝
沢
小
学
校
長
　 

上
條
　
昌
明

高
綱
中
学
校
長
　 

清
水
　
伸
行

新
村
保
育
園
長
　 

寺
島
　
洋
子

児
童
セ
ン
タ
ー
館
長
　

白
田
　
優
子

波
場
　
啓
一

酒
井
　
義
之

輿
　
　
正
人

武
田
　
　
優

澤
田
　
孝
則

宮
下
　
秀
保

手
塚
　
義
明

小
野
　
和
人

池
田
　
孝
夫

新
村
　
　
徹

横
山
　
忠
久

柳
澤
　
邦
昭

小
倉
　
好
和

和
田
　
哲
雄

芝
沢
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
代
表
　

下
里
　
剛
志

高
綱
中
Ｐ
Ｔ
Ａ
代
表
　

宮
澤
　
恵
子

保
育
園
保
護
者
会
　
　

細
江
　
志
乃

体
育
協
会
長
　
　
　  

山
田
　
雄
一

館
報
編
集
委
員
長
　  

川
合
　
文
明

図
書
委
員
長
　
　
　  

本
多
　
典
子

視
聴
覚
委
員
長
　
　  

花
村
　
　
信

子
ど
も
会
育
成
会
長
　

山
田
　
一
男

民
生
・
児
童
委
員
協
議
会
長

白
田
　
　
廣

健
康
づ
く
り
推
進
員
会
長

山
田
　
久
子

福
祉
ひ
ろ
ば

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

輿
　
　
博
美

宮
下
　
幸
江

【
館
報
編
集
委
員
会
】

上
新
西
　

下
新
南

根
　
石

東
　
新

南
新
東

松
本
大
学

上
新
東

（
全
市
版
編
集
委
員
）

山
　
王

【
体
育
委
員
】

南
新
中

関
　
　
久
恵

武
井
　
　
剛

輿
　
　
賢
次

平
原
　
美
香

乾
　
　
文
子

須
藤
　
　
駿

関
　
　
成
任

山
口
　
　
茂

青
木
　
秀
行

山
　
王

南
新
東

上
新
西

南
新
東

北
新
東

【
図
書
委
員
会
】

山
　
王

山
　
王

南
新
東

東
　
新

上
新
東

【
視
聴
覚
委
員
会
】

上
新
西

安
　
塚

下
新
北

北
新
東

上
新
東

【
も
の
ぐ
さ
大
学
理
事
会
】

下
新
北

（
理
事
長
）

下
新
北

南
新
東

山
　
王

根
　
石

山
　
王

安
　
塚

安
　
塚

上
新
東

【
新
村
公
民
館
職
員
】

館
　
長
　

館
長
補
佐

主
　
事

嘱
　
託

【
新
村
地
区
担
当
保
健
師
】

嘱
　
託

高
橋
　
昌
記

手
塚
　
修
二

関
　
　
満
彦

大
久
保
　
武

永
田
　
佳
洋

土
屋
ま
ゆ
み

郷
津
亜
希
子

波
多
腰
み
つ
子

田
中
　
順
子

北
林
喜
美
子

関
　
　
徳
雄

川
久
保
勝
義

北
原
　
剛
弘

原
田
　
　
裕

関
　
　
成
任

山
下
　
陽
一

　川
合
　
文
明

輿
　
　
勝
登

上
條
　
貴
子

久
保
田
和
孝

山
口
　
　
茂

野
口
　
義
輝

川
久
保
孝
正

関
　
　
成
任

新
村
　
芳
男

髙
山
　
芳
伯

太
田
正
太
郎

関
原
　
春
菜

西
沢
　
美
保

公
民
館
委
員

【
運
営
委
員
】

新地域づくり
センター長

髙山 芳伯

新
セ
ン
タ
ー
長 

あ
い
さ
つ

新
セ
ン
タ
ー
長 

あ
い
さ
つ

　

4
月
15
日
付
の
人
事
異
動
に
よ

り
、
新
村
地
区
地
域
づ
く
り
セ
ン

タ
ー
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

　

新
村
地
区
は
、
町
会
連
合
会
を

中
心
に
、
あ
た
ら
し
の
郷
協
議
会

に
よ
る
、
松
本
大
学
と
の
交
流
・

協
同
を
取
り
入
れ
た
、
地
域
の
課

題
解
決
や
地
域
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
お
ら
れ
、
松
本
市
内
で
も
有

数
の
「
地
域
づ
く
り
先
進
地
」
で

あ
る
と
伺
っ
て
お
り
ま
す
。

　

新
村
地
区
の
住
民
主
体
の
地
域

づ
く
り
の
発
展
に
、
地
域
づ
く
り

セ
ン
タ
ー
・
公
民
館
・
福
祉
ひ
ろ

ば
が
連
携
し
、
支
援
し
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

３
月
末
を
も
っ
て
市
役
所
を
退

職
し
農
家
と
な
り
ま
し
た
。
セ
ン

タ
ー
長
と
し
て
の
３
年
間
は
地
域

の
皆
様
に
様
々
な
面
で
助
け
ら

れ
、
支
え
ら
れ
ま
し
た
。
多
く
の

方
と
の
出
会
い
は
私
の
財
産
で
あ

り
、
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い

で
す
。
新
村
地
区
の
発
展
を
ご
祈

念
申
し
上
げ
、
お
礼
の
あ
い
さ
つ

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

お
世
話
に
な
り
ま
し
た

お
世
話
に
な
り
ま
し
た

前
地
域
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
長

　
　
　
　
　
　
　
百
瀬
　
秀
樹

人
事
往
来

人
事
往
来新出張所嘱託

関原 春菜

　

今
年
度
よ
り
新
村
地
区
地
域
づ

く
り
セ
ン
タ
ー
に
異
動
に
な
り
ま

し
た
関
原
春
菜
と
申
し
ま
す
。
出

張
所
勤
務
は
初
め
て
に
な
る
の
で

分
か
ら
な
い
こ
と
も
多
い
で
す

が
、
新
村
地
区
の
こ
と
を
学
び
な

が
ら
精
一
杯
頑
張
り
ま
す
。
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。新地区保健師

西沢 美保

　

西
部
保
健
セ
ン
タ
ー
所
属
の
保

健
師
の
西
沢
美
保
と
申
し
ま
す
。

　

本
年
度
よ
り
新
村
地
区
を
担
当

さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
皆
様
の
お
力
を
お
借
り
し

な
が
ら
、
新
村
地
区
の
健
康
づ
く

り
や
地
区
支
援
に
邁
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　

こ
の
度
の
人
事
異
動
で
、
新
村

地
区
か
ら
異
動
す
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。
７
年
４
ヶ
月
長
い
間
大

変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
皆
様

の
ご
健
勝
と
益
々
の
ご
活
躍
を
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

前
出
張
所
嘱
託
　
山
岸
　
良
野

　

２
年
間
お
世
話
に
な
り
ま
し

た
。
新
村
の
皆
さ
ん
が
温
か
く
声

を
か
け
て
く
だ
さ
り
、
本
当
に
嬉

し
か
っ
た
で
す
。
新
村
で
学
ん
だ

こ
と
を
こ
れ
か
ら
も
活
か
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

前
地
区
保
健
師
　
小
川
　
彩
香

新
館
報
編
集
委
員
紹
介

新編集委員
関 成任

　

こ
の
度
、
館
報
編
集
委
員
と
し

て
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
関
成
任
で

す
。
公
民
館
の
活
動
や
地
域
の
情

報
を
お
知
ら
せ
し
、
記
録
に
残
す

こ
と
も
、
大
切
な
仕
事
で
す
。
精

一
杯
、
務
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ

り
、
４
月
と
５
月
は
公
民
館
活
動

が
休
止
と
な
り
ま
し
た
。
学
校
の

休
校
、
不
要
不
急
の
外
出
、
多
業

種
に
休
業
要
請
な
ど
の
発
出
が
あ

り
、生
活
に
も
支
障
が
出
ま
し
た
。

一
刻
も
早
い
終
息
を
願
い
、
公
民

館
報
に
記
録
し
て
お
き
ま
す
。

                （
館
報
編
集
委
員
長
）

松 本 市 公 民 館 報 【新村版】2020（令和2）年　5月　30　日（土） 第 420 号 ④

よしのり


